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研究の目的 
記憶とは新しい情報を覚える働きである
が、同時に、新たな情報をすでに覚えてい
る情報と結びつけ、さらにこれまで覚えた
膨大な情報をさまざまに組み替える柔軟な
働きでもある。事実、近年の実験心理学は
記憶を情報ネットワークの働きとしてとら
えてきた。本研究は、その心理学において
提唱されてきた「情報ネットワークとその
変化による記憶情報処理」というものを、
実際に記憶情報処理を行っている動物の神
経活動を解析することにより（図１）、脳
内の機能的な神経回路（セル・アセンブ
リ）とその動的変化という（図２）、具体
的な実体として検出することを目指した。  

 
 

 
図１ 実験システムの例 

 

 
図２ セル・アセンブリの概念図 

 
主な研究成果 

1. ラットの海馬体と新皮質において、互いに
重複したニューロンから成る機能的な神経
回路（セル・アセンブリ）が、ラットがそ
の時行っている記憶課題の種類をコードし
ていることがわかった。また、刺激情報に
関する課題をコードする神経回路が、時間
情報に関する課題をコードする神経回路を
内包していることもわかった。 

2. サルの前頭連合野において、記憶すべき刺
激の提示時間の長短をコードするニューロ
ンが存在し、それらニューロン間の機能的
結合が課題により変化することがわかっ
た。 

3. ラットやサルの脳から多数のニューロン活
動を同時に計測する方法について、特殊電
極（図３）と専用マイクロドライブ、およ
びデータ解析方法とソフトウエアの開発も
含め、確立した。 

4. 運動と視覚刺激を連関させる記憶課題（プ
リズム適応課題）をサルが学習していく際
（図４）、運動前野において、ニューロン
間の機能的結合が変化することがわかっ
た。 

5. 同じ視覚・聴覚刺激の意味が異なる二つの
記憶課題をラットが行う際（図５）、新皮
質において、最初期遺伝子 c-Fosが課題に対
応して、しかも興奮性ニューロンでのみ発
現し、広範な興奮性の神経回路が記憶の形
成と活用に関与していることがわかった。 

 

 
図３ 特殊電極 



 

 
図４ プリズム適応課題 
  （文献 3,13参照のこと） 

 
 

 
図５ ２種類の記憶課題 
  （文献 6参照のこと） 
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